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 　令和２年度 山梨市社会福祉協議会賛助会員について
　山梨市社会福祉協議会では、 法人の健全運営と地域福祉活動
の円滑な実施を図るために、 市内の多くの企業 ・ 事業所様にご賛
同をいただき、 賛助会員へのご加入をいただいております。 　しか
しながら、 新型コロナウイルス感染症が発生し、 地域において感染
拡大が懸念されるため、 令和２年度は賛助会員の募集ができませ
んでした。 令和３年度につきましては、 今後の社会情勢をみながら
募集について検討してまいりますので、 引き続きご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

　　令和３年２月２２日発行のやすらぎ第７０

号８ページ 「共同募金大口・事業所募金に

ご協力いただいた事業所」 において掲載漏

れがございました。 三富地区の民芸茶屋清

水様にもご協力をいただきました。 ご迷惑を

お掛けし、 申し訳ございませんでした。

お詫び

山梨市老人クラブ連合会だより

　市老人クラブ連合会は３月４日 （木） に
山梨市民八幡スポーツ広場において女性
委員会主催の第１回グラウンドゴルフ大会
を開催しました。
　昨年度に計画していた行事でしたが、 緊
急事態宣言中であったため中止となりまし
た。 今年度もコロナ禍ではありましたが、
地区を午前午後に分散し、 感染症対策を
徹底した中で開催し、 ８９名の参加があり
ました。

　コロナ禍で多くの行事が中止となる中、 感染症対策を徹底した中で老人クラブ
会員が外に出て体を動かす機会になればと、 フレイル予防の一環としてゲート
ボール交流会を３月１１日 （木） に山梨市民八幡スポーツ広場において開催しま
した。
　老人クラブ会員からは 「短い時間ではあったが、 外で思いっきり体を動かすこと
ができて良かった」 との声をいただきました。

第１回女性委員会グラウンドゴルフ大会

ゲートボール交流会
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在宅福祉サービス部門

学童クラブの運営

山梨市から委託を受け、
主に低学年の児童を放課
後に保育する学童クラブ
を全ての小学校区で運営
しています。

児童センターの運営

１８歳までの児童と保護者に向けて健全な

遊び場の提供等を目的とした加納岩 ・ 日下
部 ・ 山梨児童センターを、 山梨市から指定
を受け管理運営しています。

各種相談窓口の開設

日頃の生活における困りごとの解決 ・ 支援
のため、 常時、 心配ごと相談を受付けてい
ます。
また、 相続 ・ 民事の悩み事などについて、
弁護士による無料法律相談を月１回 （第２
火曜日） 開設しています。 その他、 社協相
談専門員による高齢者 ・ 障害者 ・ 生活困窮
者向けの相談を各部署で受付けています。

災害ボランティアセンターの設置運営

いつ発生するか分からない大規模災害が起
きた際、 復興に向けた市内外からの協力者
の受け入れと被災者ニーズとの調整、 復旧
活動を支援する拠点として、 災害ボランティ
アセンター設置体制を整えるとともに、 有事
の際に必要な訓練や研修を行います。
また、 他県が被災した場合において、 関係
機関の要請に伴い、 被災地ボランティアセ
ンターの運営支援に赴きます。

訪問介護事業・障害者居宅介護事業

在宅で生活し、 サービス利用決定のあった
総合事業対象者、 要介護者及び障害者の
ご自宅にホームヘルパーが訪問し、 食事や
入浴などの身体介護、 調理や買い物などの
家事援助を行っています。

外出支援サービス

車いす生活者等を対象に、 車いすに乗った
まま乗降できる福祉車両を貸出しすることで、
外出を支援しています。

障害者相談センターちどり

障害者支援に係る専門知識を有した相談支
援専門員を配置して、 障害をお持ちの方が
安定した日常生活や社会参加活動ができる
よう、 福祉サービスの情報提供や助言、 そ
の他の支援を行っています。
また、 障害福祉サービス利用者の利用計画
を作成し、 生活の安定を支援しています。

日常生活自立支援事業

自己決定能力に心配のある軽度認知症、 知
的 ・ 精神障害などの方を対象に、 金銭管理
や書類の預かりサービス、 福祉サービスの
利用を支援しています。

福祉資金貸付

当面の生活に要する資金等の貸付相談と申
請手続きを支援しています。

老人健康福祉センターの運営

高齢者の健康増進と教養の向上などを目的
とした老人健康福祉センターを、 山梨市から
指定を受け管理運営しています。
ちどり温泉のほか、 地域の会合や老人クラ
ブ行事などに利用されています。

法人後見事業

自己決定能力の低下 ・ 喪失した方の援助者となり、 財産管理 ・ 身上保護等を行っています。

福祉サービス利用支援部門
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　山梨市社会福祉協議会は、 市役所をはじめとする関係機関と連携し、 地域福祉の強化 ・

推進を図り、 地域住民の多様なニーズに対応するとともに、 社会福祉協議会がもつネットワー
クを活用し、 生活に困窮されている方や社会的に孤立している人々を見守り、 声かけできる
ような仕組みを築き広げてまいります。
　基本理念として

　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を掲げ、  
　１　ふれあい ・ ともに支えあう地域づくり、
　２　ともに生きる地域づくり、
　３　安心で安全な地域づくり、
　４　地域福祉推進の基盤づくりの充実
を目指して活動してまいります。

　地域住民の方々や市内の企業 ・ 事業所を対象に社協会員を募り、 地域福祉活動の実施の
ための費用に充てるとともに、 会員が火災等で被災された場合に見舞い活動を行っています。

「ふれあいを大切に、ともに生き、

ともに支えるやさしい地域社会を目指して」

ふれあい・いきいきサロンの活動支援

地域における居場所づくりや健康 ・ 生きが
いづくり等のために各地域で活動している
「ふれあい・いきいきサロン」 に対し、メニュー
づくりや講師派遣の支援をしています。

レクリエレーション用具や車いすの貸出し

会員や地域を対象に、 グラウンドゴルフや
ゲートボール用具、 高齢者等でも楽しめる
ペタンク ・ 輪投げ等のレクリエーション用具、
また、 短期間の車いすの貸出しも行ってい
ます。

共同募金配分事業

赤い羽根共同募金の推進のため、 地域の
方々や企業 ・ 事業所に向けてお知らせを行
います。
募金の配分を受けて、
地域の児童公園等の
整備や高齢者 ・ 障害
者向けの各種事業の
助成を行っています。

ボランティア活動支援・育成支援

社協内にあるボランティア市民活動センター
にコーディネーター担当を配置し、ボランティ
ア活動の相談、 保険加入、 ボランティア団
体支援を行っています。 また、 地域 ・ 施設
等とボランティア団体とのマッチング、 各種
養成講座のほか、
児童 ・ 生徒に向
けたボランティア
入門講座も行って
います。

ひとり親世帯等へ向けた日帰り行事

ひとり親家庭、 在宅障害児 （者） を対象に、
県外への日帰り行楽を企画しています。
また、 在宅障害児 （者） とボランティアのふ
れあいのもと、 秋にはさつま芋の収穫体験を
行っています。

　地域住民の方々や市内の企業 ・ 事業所を対象に社協会員を募り、 地域福祉活動の実施の

法人経営部門

ふれあい・いきいきサロンの活動支援 レクリエレーション用具や車いすの貸出し

地域福祉活動推進部門

令和３年度の事業計画はつぎのとおりです
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はたらくスタッフを募集します！

ふれあい ・ いきいきサロンに参加してみませんか
　ふれあい ・ いきいきサロンは、 地域の方々が主体となり、 自由に内容を企画しな
がら、 近所の集会所等で行われています。 市内には６８箇所のサロンがあります。
　地域にお住まいの方が気軽に集まることにより、 地域での孤立 ・ 閉じこもり防止
や健康 ・ 生きがいづくりを目的とした活動が行われています。 高齢者に限らず、
子育て世代や障害のある方が参加しているサロンもあり、 歌やレクリエーション、
防犯講習会など活動内容も様々です。
　市社協では、 つぎのような支え合い地域づくりを目指して、 ふれあい ・ いきいき
サロンに対してレクリエーションの支援や用具の貸出しを行っています。
　①顔見知りができることにより、 仲間との支え合いの輪が広がります。

　②集う場所ができることで孤独感が軽減されます。
　③参加することで身近なボランティア活動につながります。
　④災害時の声かけや援護活動の円滑化につながります。
　お近くのふれあい ・ いきいきサロンを知りたい方は、 お気軽にお問い合せくださ
い。
問合せ　市社協　電話　（２２） ８７５５

　山梨市社会福祉協議会では、 各種福祉事業のスタッフとして下記業務の職員を募
集しています。 ご興味のある方はぜひお問い合わせください。

応募方法　いずれも問合せ先へ顔写真付きの履歴書を持参するか郵送してくださ
い。

申込問合せ　　市社協　　電話　（２２） ８７５５

学童クラブ指導員（登録）　
　　資　格　児童の育成に熱意を持つ者
　　　　　　　　　（保育士、 幼稚園 ・ 学校教諭 ・ 社会福祉士等あれば望ましい）
　　　待　遇　時間給９００円 （資格手当有り）
　　　勤　務　 月曜～土曜日のうち週４日以内　１４ ： ００～１８ ： ００
　　　その他　学校休業日は８時間勤務

訪問介護事業所職員　
　　資　格　介護福祉士または介護職員実務者研修 （ヘルパー１級）
　　待　遇　月額 170,000 円 （処遇改善加算、 介護福祉士は資格手当有り）
　　　勤　務　 月曜～金曜日　週５日　８ ： ３０～１７ ： １５
　　　その他　ケアプランの都合によりヘルパー業務を行っていただく場合があります ( 時間外勤務対
　　　　　　　　　　応 )　採用後、 12 か月以内に正職員への登用を判断します

登録ホームヘルパー　
　　資　格　普通自動車運転免許、 介護職員初任者研修 （ヘルパー２級） 以上
　　待　遇　時間給１２００円 （身体介護） ～１０００円 （総合支援事業）
　　　　　　　　　処遇改善加算、 交通費有り
　　　勤　務　 12/31、 1/1 を除く８ ： ００～１８ ： ００の間でケアプランに応じてサービスを提供
　　その他　私用車で訪問していただきます

コロナが落ち着いたら・・・
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山梨市老人健康福祉センター「いきがい号」運休のお知らせ

　山梨市老人健康福祉センター 「いきがい号」 は、 新型コロナウイルス

感染拡大防止のため、 現在、 運行を休止しています。

　今後、 送迎における安全対策が確保され、 運行を再開する場合

には、 改めて運行日程を掲載いたします。 今しばらくお待ちください。

　なお、 「いきがい号」 の送迎予定表は、 市広報にも掲載する予定です。

完全予約制
無料法律相談

　本市社協では、 市民の皆
さまを対象として、 弁護士
による無料法律相談を実施
しています。
　離婚、 相続、 土地問題や
多重債務など法律的な問
題でお困りの方は、 ぜひこ
の機会をご利用ください。
　秘密は厳守いたします。

開設日 ６月８日、７月１３日、
８月１０日、 ９月１４日 （い
ずれも第２火曜日）

時　間 １件につき４０分間
※相談開始時間の指定は
できません。

場　所
市社協本所　第１会議室

申込問合せ　
市社協　電話 （２２） ８７５５

新型コロナウイルス感染症に伴う
緊急小口資金等の特例貸付について

　新型コロナウイルス感染症の影響を原因として、 休業や
失業等により生活費にお困りの方々に向けた、 緊急小口
資金等の特例貸付を令和３年６月末まで取り扱っています。

◆緊急小口資金特例貸付
対象者　新型コロナウイルス感染症の発生による休業や失
業等により一時的又は継続的に収入が減少した世帯

貸付上限額　１０万円以内
世帯の状況等により２０万円以内が上限となる場合がありま
すので、 お問合せください

貸付方法　返済猶予期間 ： 貸付日から１年以内
　　　　　返済期限 ： 猶予期間終了後２年以内

申込方法　申込書を市社協本所の窓口で受領、 または山梨
県社会福祉協議会ホームページでダウンロードして、 作成した
申込書一式に必要書類を添えて、 市社協へ持参または郵送

◆総合支援資金特例貸付
貸付要件や手続き方法などが緊急小口資金とは異なります
ので、 まずはお問合せください。

問合せ　市社協　電話 （２２） ８７５５

障害者相談センターちどりからのお知らせ
　
　本市社協では、 老人健康福祉センター内に 「障害者
相談センターちどり」 を設置しています。 この度、 1 階
から 3 階に移転いたしました。
　当センターでは、 障がいをお持ちの方が自立した日
常生活や、 社会参加活動を行うことが出来るよう、 福祉
サービスの利用に関わる情報提供や助言、 社会生活力
を高めるための支援、 その他、 住み慣れた場所で生活
をしていくための様々な相談をお受けしています。 お気
軽にご相談ください。
営業時間
月曜日から金曜日の午前８時３０分～午後５時１５分
問合せ
障害者相談センターちどり　電話 （２３） ２９４１ 

運転ボランティア急募

　本市社協では、 高齢者や

車いす利用者の外出の機会
を拡大するとともに、 外出の
負担を軽減することを目的と
した外出支援サービス事業を
行っています。
　普通第２種免許がある方ま
たは、 運転３年以上でかつ
免許停止処分を受けていな
い方 （ＡＴ限定可） を対象に、
運転ボランティアを募集して
います。 あなたの運転技術を
役立ててみませんか？

問合せ　市社協
　　　　　　電話 （２２） ８７５５

山梨市老人健康福祉センター 「いきがい号」 は、 新型コロナウイルス

　なお、 「いきがい号」 の送迎予定表は、 市広報にも掲載する予定です。
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この広報紙やすらぎは、赤い羽根・共同募金の配分金でつくられています。

マスコットキャラクター

ハートラちゃん

組に加入されていない方は
　組 （区・自治会） に加入されていない方で、社協会員・赤十字会員としてご加入いただける方は、
お手数ですが、 市社会福祉協議会本所または支所までご連絡ください。

会
員
募
集

社会福祉協議会 会員募集＆会費納入のお願い
社協会費の 55％は各地区に還元され皆様の地域で活用されます

　社会福祉協議会は 「社会福祉法」 に基づ
いた、 「民間団体」 で、 民間組織の自主性
と、 広く市民や社会福祉関係者に支えられた
公共性という２つの側面をもっています。
　本社協では 「ふれあいを大切に、 ともに生
き、 ともに支えるやさしい地域づくりを目指し
て」 の基本理念のもと各種事業に取り組んで
います。 活動の主旨をご理解いただき、 地
域福祉活動の充実を図るため、 本市内にお
住まいの皆様に 「会員」 としてご加入いただ
き、 「会費」 を納入していただいています。
　会費は、 補助金や委託金、 共同募金配分
金などと合わせて、 各種事業を実施するため
の費用に充てるとともに、 市内１１地区にある
地区社会福祉協議会へ配分し、 各地域にお
いて行われる様々な地域福祉活動のために
使われます。
　昨年度は、 9,673 世帯から、 9,661,000 円

のご協力をいただき、 各地区社会福祉協議
会へ約 531 万円を配分いたしました。 なお、
会費は、 本社協の人件費に使われることはあ
りません。
　新型コロナウイルスの影響により厳しい状況
下ではございますが、 新しい生活様式にのっ
とり、 皆さまの安全、 安心第一に地域づくり
事業を推進してまいりますので、 会員募集と
会費集金につきまして、 特段のご協力をお願
いいたします。 　

会費（年額）　　普通会員 1,000 円
 組長様にお渡しください
　７月下旬までに、 各区長 （自治会長） ・ 組
長様のご協力をいただき、 各世帯にお願い
に伺います。
　なお、 一部の区では、 区費等から納入して
いただいている場合もあります。

日本赤十字社 会員・法人会員募集＆会費納入のお願い
　日本赤十字社は、 海外で戦争や紛争など
で苦しんでいる人々の救援活動をはじめ、 国
内における災害救護活動、 献血事業、 地域
社会福祉活動など、 様々な人道的事業が行
われています。 その事業資金の大部分は会
員の皆様から納入される会費や一般有志の
方々から寄せられる寄付金によって支えられ
ています。
　現在は、 新型コロナウイルス感染症の拡大
防止に伴い、 多くの皆様が大変困難な状況
におかれております。
　日本赤十字社は、 医療機関への支援、 医
療機器の整備充実等を行っており、 この困難
な情勢においても、 従来からの活動が重要で
あると考えております。

会費（年額）  
 500 円以上で
すが、1,000 円
以上の会費を
納めてくださ
る会員の加入
促進をお願い
しています。

集金方法は地域によって異なります
　７月下旬までに、 各区長様を通じ、 各組長様が各世帯に会費納入のお願いに伺いますが、 次
の地域は、 それぞれの役員が訪問いたします。
▼下神内川２区は、 赤十字奉仕団役員
▼一町田中･歌田･下栗原･上栗原の各区は、 公民館婦人学級役員

　今年度も、 区長 ・ 自治会長様、 組長様等
にご協力いただき、 会員募集とともに会費の
納入をお願いしていますので、 一人でも多く
の皆様が趣旨に賛同され、 ご加入くださいま
すようお願いします。 主な活動につきまして
は、 組長様から配布されますカラーのチラシ
をご覧ください。


